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No.1

コストと利用制限

ベンダー 当社（オーサムジョブ合同会社） A社サービス（同等機能レベルプラン） B社プラグイン

製品 k-Report 製品A 同等機能レベルプラン 製品B 最上位版

初期費用 0円 0円 0円

月額料金（税別） 10,000円/月 18,000円/月 20,000円/月

年額料金（税別） 100,000円/月 216,000円/月 228,000円/月

標準出力上限数 月20,000枚まで 50,000枚/月 月10,000枚まで

出力上限数追加
10,000枚単位で帳票枚数を追加
することが可能。10,000枚につき、

5,000円/月プラス。

10,000枚単位で帳票枚数を追加
することが出来る。10,000枚につ
き、10,000円/月（税別）プラス。

10,000枚単位で帳票枚数を追加
することが可能。10,000枚につき、

10,000円/月プラス。

上限をオーバーした場合はどのよ
うになる？

出力できなくなる（メッセージが表
示される）

営業日の午前中の申込であれば
同日中に対応可能

出力できなくなる（メッセージが表
示される）

営業時間内(平日10:00-18:00)の
連絡で即時変更が可能

出力できなくなる（メッセージが表
示される）

営業日の午前中の申込であれば
同日中に対応可能

利用出来るアプリ数 無制限 無制限 無制限

利用出来る帳票数 無制限 無制限 1アプリに30帳票まで

有利特徴ポイント



No.2

PDF出力機能

ベンダー 当社（オーサムジョブ合同会社） A社サービス B社プラグイン

製品 k-Report 製品A 同等機能レベルプラン 製品B 最上位版

個別PDF出力 ○可能 ○可能 ○可能

一括出力
○可能

（10,000レコード以下、または100
ページPDF以下であれば可能）

○可能

（一度の出力では、その帳票枚数
とレコード数をかけ合わせた枚数
が1,000以下である必要があり。出
力された帳票は１つのpdfファイル

でダウンロードが可能。）

○可能

（一度の出力は一覧画面に表示で
きる件数=100件まで可能）

一括出力した場合、ZIPファイルで

ダウンロード（各ファイルはそれぞ
れのPDF）

一覧出力 ○可能 ○可能 ○可能

1アプリに複数の帳票レイアウトを
登録できるか？

○可能（制限無し） ○可能（制限無し） ○可能（1アプリ50帳票まで）

テーブルデータへの対応 ○可能 ○可能 ○可能

レイアウトが違う帳票を1ファイルと
して出力できる？

○可能 ○可能 ○可能

複数ページ帳票

○
自動ページアップ機能でkintoneの

データ量に合わせて動的なレイア
ウト変更を実現しながらの、複数
ページ帳票の生成が可能

○
1帳票1ページの帳票定義のため、

複数枚帳票機能にて結合する必
要あり

テーブルの件数に合わせた動的
に繰り返しは自動改ページプラグ

インで可能

○
10ページまでの自由レイアウト帳

票の出力が可能

テーブルの件数に合わせて自動
的にページ繰り返しのある帳票を

出力可能

Excel出力 ×なし ×なし ○可能

任意の用紙サイズを設定 ○可能 ○可能 ○可能

有利特徴ポイント



No.3

帳票デザイナー機能1

ベンダー 当社（オーサムジョブ合同会社） A社サービス B社プラグイン

製品 k-Report 製品A 同等機能レベルプラン 製品B 最上位版

コピーペースト等のオブジェクト操
作

○
PowerPointライクな操作が可能

△

選択したオブジェクトの複製は可
能

△

操作を元に戻す、やり直し（Ctrl+Z, 
Ctrl+Y）

○可能 ○可能 ×なし

オブジェクト整列、グループ化 ○可能 ×なし ×なし

オペレーション画面の拡大、縮小
○

可能。マウスホイールでのスムー
ズな動作を実現。

△
可能。1拡大毎にワンクリックする。

×なし

縦横文字揃え設定 ○可能 ○可能 ○可能（横のみ）

行間設定 ○可能 ○可能 ×なし

文字間設定 ○可能 ×なし ×なし

フォントプレビューからのフォント
選択

○可能 ×なし ×なし

文字飾り（袋文字、影文字）設定 ○可能 ×なし ×なし

図形や線、表の直接作成
○

PowerPointライクなオブジェクトの
作成、操作が可能

×なし ×なし

縦書き ○可能 ○可能 ×なし

有利特徴ポイント



No.4

帳票デザイナー機能2

ベンダー 当社（オーサムジョブ合同会社） A社サービス B社プラグイン

製品 k-Report 製品A 同等機能レベルプラン 製品B 最上位版

1次元バーコード、2次元バーコー
ド生成

○可能 ○可能 ○可能

kintoneレコードの画像、デスクトッ

プ画像、インターネット画像の取り
込み

○可能 △kintoneレコードの画像のみ △kintoneレコードの画像のみ

画像貼り付けモードの選択（枠に
フィット、枠に最大）

○可能 ×なし ×なし

条件分岐によるオブジェクト描画
判定

○可能 ×なし ×なし

高度なロジックで帳票上でのデー
タ表現を自在に変換

○可能 ×なし ×なし

複数テンプレートページをまとめて
編集

○可能 ×なし ×なし

テンプレートPDFの表示濃度変更

（オブジェクトの有無の明確化の
為の機能です）

○可能 ×なし ×なし

N型、Z型、自由形レイアウトでの
kintoneデータの流し込み

○可能 ×なし ×なし

kintoneフィールドフィルタによる
フィールド選択

○可能 ×なし ×なし

オブジェクト検索と一括設定更新 ○可能 ×なし ×なし

多言語出力
日本語、英語、中国語（簡体、繁体）、

韓国語、タイ後、ベトナム語
日本語、英語 日本語、英語

有利特徴ポイント



No.5

その他1

ベンダー 当社（オーサムジョブ合同会社） A社サービス B社プラグイン

製品 k-Report 製品A 同等機能レベルプラン 製品B 最上位版

改ページルール設定 ○可能 ×なし ×なし

複数帳票の結合出力 ○可能 ×なし ×なし

帳票設定のファイルバックアップ、
リストア

○可能 ○可能 ○可能

帳票素材データの保管 ○可能 ×なし ×なし

詳細なPDF出力履歴
○

各アプリ、帳票、ユーザーや出力枚
数等を詳細に確認する事が可能

△
枚数のみ

×なし

PDF上での簡易計算機能 ○可能 ×なし ×なし

複数のアプリと連携してデータを
出力

○可能 ○可能 △（要確認）

添付ファイルフィールドへの自動
保存

○可能 ○可能 ○可能

出力PDFファイル名ルール設定 ○可能
△

添付フィールド出力の時のみ
○可能

kintoneユーザー、組織、グループ
による出力ボタン制

○可能 ○可能 ○可能

プロセスやフィールド値からの出
力ボタン制御

○可能（同時に複数設定可能） ○可能 ○可能

帳票作成時にレコードを更新 ○可能 ×なし ○可能

フィールドの値に応じて初期選択
帳票を動的変更

○更に出力先も同時に設定可能 ○可能 ×なし

有利特徴ポイント



No.6

その他2

ベンダー 当社（オーサムジョブ合同会社） A社サービス B社プラグイン

製品 k-Report 製品A 同等機能レベルプラン 製品B 最上位版

帳票単位での印刷確認ダイアログの
設定

○可能 ×なし ×なし

スマートフォンアプリ版kintone対応 ○可能 △一部可能 -

クラウドストレージへのPDF出力

○
可能。出力したPDFのリンクURLを

kintoneフィールドへ自動的に格納す
る事も出来る。

×なし ○可能

ログイン認証セキュリティ
ID,PWによる認証＆

モバイルアプリによる二段階認証
独自認証 プラグインの為認証無し

出力環境のIP制限 ○可能 - -

管理画面の複数言語対応 日本語・英語 日本語 日本語・英語

管理画面のタイムゾーン設定 ○可能 ×なし -

kintone入力データのリアルタイム加工
○可能（ロジックフィルタ＆ビジュア

ルフィルタにて）
×なし ×なし

Webhook ○可能 ○別タイプのWebhook ×なし

APIによる外部システムとの連携 ○可能 ×なし ×なし

グラフィカルユーザーインターフェース
でのkintoneデータの絞り込み等

○可能 ×なし ×なし

kintoneの添付ファイルをクリックする
だけでPDFをプレビュー出来る

○可能 ×なし ×なし

有利特徴ポイント



サービスの安定稼働と品質へのこだわり



No.8

データセンター1

データセンター2

データセンター3

k-Reportのインフラストラクチャ

管理サーバー

PDFサーバー

PDFサーバー

PDFサーバー

PDFサーバー

ユーザー様

k-Reportのサービス運営の安定化の為に、処理負荷の

掛かるPDF生成のサーバーは独立した環境で構築されて

います。

PDFの大量ページの生成処理が重複して発生しても、処

理が可能なPDFサーバーが順次分散してタスクを処理す

る為、安定したサービスの提供が可能になっております。



No.9

ソフトウェアの品質へのこだわり

k-Reportは他社様製品と比較すると多彩な機能が搭載されております。ただ当社のk-Reportのこだわりとしては機能の多さよりも、

「安定稼働とソフトウェア品質の高さ」

に最も重点を置いております。

どれだけ多くの機能が搭載されたサービスであったとしても、不具合が多かったり、使い勝手に現実性が無かったりすると利用者様の信用を獲得する事は出来ません。当

社製品はまずは不具合や不安定さの解消を第一優先に方針を掲げ、その上での利便性を追求した機能性にも配慮しております。
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